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閣を渡る鳥は、波間を漂う流木に憩うという。離婚一それは旅の半ばの一つの出来事。
新たな旅立ちをした女たちはいま手をとり合い、女であるがゆえの偏見と差別に向きあう。
ハンド・イン・ハンドは、生きやすい社会をめざし支えあう女たちの、流木である。 Vol．22歎砺物　　　　　　x???輸昌讃浄オ…
［あなたの定年は……］
■2007年問題と言われ、団塊世代が大量に定年退職す
ることが、技術の継承等企業側の問題と、退職者側の
様々な問題の両面で話題になっています。
　私の周りは既に退職した人が多数います。アフリカで
技術協力活動をしている人もいれば、「死とホスピス」の
研究に没頭し、そのNPOの支援をしている人もいます。
自治体から土地を借り、菜園でかなり本格的に野菜作り
に精を出し、友人たちに送っている人もいます。
圏ローンの終了した家があり、共済年金や厚生年金があ
る人は、自分の趣味と仲間があれば、たっぷりある時間を
有効に使って、なかなか優雅に、私などいつも時間に追
われている人閤から見れば羨ましいような暮らしをして
いらっしゃいます。
　しかし、一流と言われる企業に勤め続けて退職した人
ばかりではありません。会社が倒産し、転職したものの、
そこも潰れて、もちろんローンも返せず、子どもたちがア
ルバイトと奨学金で大学を出た人もいます。
■人生はまさにいろいろですが、苦難があっても乗り越
える勇気を持てば、人生は開けます。何十億もの借金を
抱えても、一切卑屈になることなく、それを返すためにも
新事業にチャレンジしている60代もいます。小泉さんの
「人生いろいろ発言」は苦しい時にある人こそが言うべき
言葉で、彼のように恵まれた人が、ましてや総理が言うべ
き言葉ではないのです。
■私はできれば死ぬ瞬間まで元気に働いていたいと思っ
ています。私の人生には定年という言葉はありません。
人生はたった一度きり。それもあっと言う間です。それ
こそ楽しいことばかりはないけれど、気の持ちようで苦
難も楽しい。そんな思いで生きていきたいのです。あな
たに定年はありますか。　　　　　　　　　（円より子）
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【特集】 子どもの気持ち一その2一
　シングルマザーまたはシングルファーザーの家庭で育った子どもたちに、
面接インタビュー形式またはメールや電話で、お話を聞き始めています。今
回は第223号に続いての第2弾です。また、ハンド・イン・ハンド愛知の会
（WITH）の10月セミナーより、「別れた親と子どもの接し方」についてのレポ
ートを寄せていただきましたので、併せて掲載しています。
　「子どもの気持ち、もっと聞きたい」「親の気持ち、もっと伝えたい」。これ
からも時々、紙面でご紹介していきたいと思います。
《ケース3》
Y．Yさん
メール回答＆電話インタビューより
母のことは信頼しています
僕なりに自分の考えで動いていること
認めて欲しい
難論卿終わるもの
　今年の夏、巨体の試合が終わるまではクラブ活動の
サッカーに打ち込んでいたけれど、この9月からは一
応、受験生としての自覚があります。目指しているの
は、公立で、自転車で通える距離にあり、そしてサッカ
ーもそこそこ楽しめる高校。いまは週に2回の塾通い
をして、けっこう真剣に勉強に取り組んでいます。で
も、母は「勉強しなさい」がロ癖みたいになっていて、
かなりしつこい。「わかった、わかった」と部屋に引っ
込むようにしているけれど、あのロうるさいのだけは、
ちょっと勘弁して欲しいかも。
　今は反抗期だと、自分でわかっていますから。いち
いち言われると、つい反抗したくなるし、ロをきかな
くなることもある。でも、今まで育ててもらった感謝
の気持ちはちゃんと持っているから、いずれ反抗期は
終わるものだと、あまり深く受け止めないでいて欲し
い。僕は僕なりに、自分の考えできちんと動いている
つもりだから。
蒼穫婚は母の賢明な判断だったかも
卸・・
　両親の離婚については、あまりよく覚えていないと
いうのが本音です。小学校の1、2年生の頃、ふたりがよ
，??
?
?
　　　　　　　　　　やくケンカをしていて、その傍で泣いていた記憶がある
くらい。悲しかったのか怖かったのか、自分でもよく
わからない。そのうち、父が家にいないことが多くな
って、何となく別れたと知りました。それまで住んで
いたのが父の会社の社宅マンションだったので、離婚
後そこを出て、小学校4年のときに引っ越し。転校をし
たので、最初はちょっと大変だったけれど、友だちも
すぐにできました。前の家とは自転車で動ける範囲だ
ったので、以前の友だちともまだつき合いがありま
す。
　母は離婚前から働いていたので、学校から帰ったら
自分で家の鍵をあけるという生活は離婚前と一緒。父
は小さかった僕とはもともと生活時間帯が違って、朝
早く家を出て夜遅く帰り、休日も昼まで寝ていて、し
かもほとんど家に帰って来なくなっていたから、別れ
ても特に生活に違和感はなかった気がします。友だち
と話していて、父親の話が出てきても、羨ましいと思
ったことはなかったし。
　父との思い出は、小学校に入る前、補助輪をはずし
て自転車に乗る練習をしたことくらい。家を出て行っ
た当初は、ときどき帰ってきたときに遊んでくれたよ
うな気はするけれど、今はどこにいるのか生死すら知
らないし、知りたいとも会いたいとも思わない。顔は
なんとなく覚えてはいるけれど、積極的に思い出した
くはないなあ。
　父親はもういらないし、父親ができるという意味で
なら、今のところ母には再婚して欲しくない。僕が自
立した後のことは、まだ想像はつかないけれど。今、母
の兄の子どもが幼稚園児で、みんなで一緒に食事をす
るときなんかは「弟みたいだなあ」と思ったりします。
母方の祖母とその弟のおじさんとは時々会って、その
あたりまでが僕の家族という感じです。
　両親の離婚については、ときどき、なぜ別れたのか
は母に聞いてきました。でも、まあ、はっきり記憶に残
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っているのは、中学生になってから聞いた話くらいだ
けれど。
　母に聞いた話によると、父は家にお金をまったく入
れず、そればかりか母が結婚前の会社勤めで貯めてい
た貯金まで持ち出して、勝手に家を出て行ったのだと
か。それを聞くと灘婚したことは母の賢明な判断だ
ったと思います。あのまま一緒に暮らしていても、家
にはお金を入れなかっただろうし、そうしたらもっと
グチャグチャになっていただろうし。
　もちろん、養育費なんて一銭ももらっていないし、
もう二度と関係を持ちたくはありません。まあ、でも
病気なんかで独りで死にかけているなんていう状況
で連絡があったら、見舞いくらいには行くのかもしれ
ないなあ。一応、血はつながっているわけだし、血のつ
ながっている人がこの世にいないよりはいたほうが
いいかも、と思ったりもするし。
　　　　　　　　サ　＠いうんな意味で早く自立したい
　ふだんから、少しだけれど家事も手伝っています。
家族がひとり少なくなったんだから、自分でやらなく
てはいけないことが増えたんだと理解しています。朝
のゴミ出しは僕が担当。夏休みなんかには、昼食後に
食器を洗ったりはしています。
　いまは、喰わせてもらっている身ですから、いろん
な意味で窮屈なのは仕方ないです。でも義務教育が終
わって高校に入ったら、学校や部活に支障がない程度
にはバイトを始めて、早く自立したい。親にお金を出
してもらわずに、服や文具、生活用品なんかは好みの
ものを揃えたいし。
　僕の将来ですか？　就きたい仕事のことやなんか
は、まだ具体的に考えていません。ゴスペラーズの音
楽を聴いたりアカペラで歌うのが好きで興味がある
けれど、その道でプロになることは全く考えていない
し。将来の家庭像について母と話すことはあります。
「お嫁さんは家事や料理のきちんとできる人じゃない
とダメ」と言われるけれど、「僕の選んだ人に文句は言
わせないそ」って心の中では思っています。まあ、社会
人になってからの話ですけれどね。
　母はまっすぐで正論の人だから、ときどきムカツク
こともあるけれど、絶対に何があっても悪いことをし
ない、根っからよい人だと信頼はしています。今は「仕
事、頑張れ1」と応援してあげたいですね。
《ケース④》
K・Kさん
面接インタビューより
お金を稼ぐたいへんさを知って
母にやさしい気持ちになれました
早く楽をさせてあげたい
轡嚇たりを離婚させないで
　「明日から、もうお父さんとは一緒に暮らせないか
らね」と突然、母に言われたのは小学4年生のときでし
た。すごくショックを受けたけれど、「やっぱり」とも
思いました。両親の仲が悪いとは思っていませんでし
たが、何となくそんな気はしていたんですね。だって
その頃の私、毎日、神様にお祈りしていましたから。ど
うか両親を別れさせないでくださいって。
　それまでは、どちらかというと父親っ子。父には一
度も叱られた記憶がなくて、やさしい父が大好きでし
た。でも、翌日には母に連れられて、2才年下の弟と一
緒に新しい家に移りました。母は不動産業にお勤めし
ていましたから、今考えると部屋などの準備は以前か
らしていたんでしょうね。幼かったし、私と弟に選択
の余地はありませんでした。
　正式に離婚したのは2年後で、私が中学に入る直前
のことでした。別居した後に父に好きな人ができて、
一緒になりたいから離婚したのだと聞いています。
　ふたりが別れた理由は、ずいぶん後で聞きましたが、
お金に関する価値観の違いが大きかったのだそう。父
に金銭感覚がなく、ときどきトラブルがあったようで
す。弟が喘息持ちで入退院を繰り返していましたから、
その費用を工面するのも大変だったのかも。共働きで、
母の方が収入は多かったと聞いています。
　最近になって気づいたんですが、義理の母との仲も
悪かったのも原因のひとつかもしれません。離婚後、
ふつうは実家に一時期だけでも帰って、少しは頼るこ
とを考えますよね。それをしなかったのは、父の実家
と母の実家が隣の駅にあってごく近く、顔を合わせた
くなかったからではないかと思います。
　母も栂子家庭に育っているんです。祖父はいろんな
面でだらしなく、どうしょうもない人だったそうです
が、実際に離婚するきっかけを作ったのは、実は母。中
学に入るか入らないかの頃、自分の母親に「別れない
のなら私たちが出て行く」と、8歳年下の弟の手を引い
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て離婚を迫ったそうです。離婚後祖母は身体を壊し
て倒れ、中学生になったばかりの母は新聞配達のアル
バイトをして家計を助けたと言いますから、当時から
気丈な人だったんだと思います。そのときの親子3人
の暮らしの経験が、離婚しても大丈夫、やっていける
という自信につながったのかもしれません。
燭織姻の涙‘こショックを
ジけて“鱒
　転校した直後は生活環境の変化も、こんなものかな、
くらいにしか感じませんでした。でも、翌年の5年生か
らちょっとしたイジメにあって……顔のホクロのこ
とを「イボイボ」と嘘したてられて、ものすごく辛かっ
た。今思うと、すごくくだらないことですが、自分で稼
げるようになったら絶対にホクロは取ろうと決心し
て……去年、取ってスッキリしました。
　中学ではイジメはなくなりましたが、なんかグレち
ゃって。母が毎晩、仕事で帰りが遅いのをいいことに、
中2くらいから毎晩、家に帰るのは深夜近く。バスケの
部活のあと、友だちと学校近くの路上で、ただひたす
ら夜遅くまで喋っていただけなんですけれどね。
　高校に入った頃に、母が家で仕事をすることが多く
なってバレちゃって、すごく怒られましたが、こちら
にすれば「今頃、やっと気がついたの？」って感じ。い
きなり「門限は8時」とか言われても、ぜんぜん守れる
わけがないから、一時期はロも聞かない、目も合わさ
ない、ぶつかって派手に大喧嘩をしました。母もしつ
こかったけれど、私も頑固でしたから。
　そんな関係が雪溶けしたのは、気丈な母が泣くのを
始めて見たときでした。修学旅行からもどって、その
まま無断で2日閤、家に帰らなかったんです。それまで
も1泊なら連絡せずに外泊したことはあったけれど、
母がバイト先まで探しに来たというので、仕方なく連
絡を入れました。そうしたら母が泣いていたんです。
けっこう衝撃的で、申しわけないことをしたと思いま
した。それからですね、仲がよくなったのは。「勝手に
しなさい」と言われると、逆に悪いなと思って言うこ
とを聞いてしまう、そんな感じになりました。?
詳録そ鳳、となんだか不安
　短大を残り3ヶ月というところで、最後の授業料を
どうしても払えなくなって中退しました。母は高卒で
苦労をしたらしく、やめる、やめないでもめましたが、
母がどこかからお金を借りるというのも無理だとわ
かっていましたから。学校をやめて2週間も経つと、な
んだか落ち着かなくなって……結局働いていないと、
すぐに不安になつちゃうんです。
　お小遣いがもらえなかったから、高校からファース
トフード店でアルバイトして、月に5万円は稼いでい
ました。教科書代や細々した必需品も全部、自分で払
っていましたね。短大に入ってからはバイトも増やし
て、学費はもちろん、家にお金も入れるようになりま
した。お金を稼ぐことの大変さがわかってきたあたり
からですね。母のこと、手伝ってあげたい、早く楽にし
てあげたい、という気持ちが芽生えたのは。
　今、生命保険会社にお勤めしています。大学をやめ
て1カ月経った頃に、友人のお母さんで保険の外交を
していらした方に声をかけていただいて、1カ月の研
修とテストを受けて大手の生命保険会社に勤めるこ
とができたんですが、そこの取り扱っている保険商品
に共感できずに、今の会社に転職しました。事務と外
交を半々でやっていますけれど、まわりの人には外交
に向いているって言われますね。
　父とは別れてからもずっと連絡を取り合っていま
す。電話で話したり、1年に一度くらいは誕生日近くに
会って食事したり。ここ数年は「もともと嫌いじゃな
かったんだし」と、母も一緒に来たりするようになり
ました。養育費は最初の数回だけで、後は母もあきら
めたみたいです。父より経済力がありましたから。父
は再婚していて、10歳の男の子も生まれています。そ
ろそろ会ってみないか、という話が出ていますね。ま
あ、積極的に会いたいわけではありませんが。
　弟はガタイがよくて、今や我が家の権力者って感じ。
切れると暴力をふるうから逆らわないで、あまり接点
を持たないようにしています。父親がいないから押さ
えがきかないのかな、と思うことはありますね。でも、
フリーターながらも、トラックの運転手なんかをして、
家にお金だけは入れています。
　私自身の結婚ですか？　いま、おつき合いしている
男性はいます。考えなくもないですが、ひとつ年下で、
まだ学生だから、どうなるかわかりません。夢は、ふつ
うに暮らせればいいということくらい。とにかく母を
楽にしてあげたいという気持ちが強いですね。
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■REPORT／愛知WITH　lO月セミナーより■
「離婚後の別れた親との接し方」
名古屋在住のフリーライター、氷室かんなさんにお話をしていただきました。
ご自身も小学校2年生の男のお子さんをおひとりかかえていらして、離婚は時間
の問題……だそうです。参加者はいずれも子どもを連れて離婚されたお母さんた
ちなので、別れた父親との接し方のお話になりました。　［レポート：宗方和子］
　氷室かんなさんのお話は、主に当事者である4名の
お母さんを中心に進められ、時間の経過とともに本音
のトークと各々が抱えていらっしゃる悩みが次々と
出てきました。父親と小学生の男の子2人を積極的に
会わせている方がお1人、会わせてもいいと思われて
いる方がお1人、会わせたくない答えられた方がお2
人。親権は、3人の方が母であるご自身にあり、お1人
は調停中でした。
●「別れた親に愛されている」ことの大切さ
　父親に会わせている方も、「本心は会わせたくない
けれど、子どもが会いたがるし、養育費をもらうため
に会っている」とのこと。母と別れた父との問に立っ
た子どもたちは、涙ぐましいまでに両親の機嫌をとる
そうです。子どもにとっては世界中に自分の父親はた
ったひとりなんですね、たとえ母にとってはよい夫で
なく、社会的に見てもどうかな…？と思われる人であ
っても。子どもにとっては、別れてもパパはパパ、ママ
はママなのが自然なこと。親の離婚を乗り越えるには、
何よりも「別れた親に愛されている」と感じられるこ
とが必要です。
　「家の子はまだ年もいかなくて、そんなことわから
ない」と思ってはいらっしゃいませんか？　どんなに
小さくても、しゃべれなくても、子どもは親のことを
わかっています。今はよくても、その影響は思春期に
何らかの形で表に出てくると思うのです。
●「夫婦の別れ」≠「親子の別れ」
　離婚したことに罪悪感を持つことはありません。ま
た、自分に弱みがあるからと子どもを甘やかしてしま
うのはよくありません。夫婦の別れは親子の別れとイ
コールではないことを自覚し、お互いが感情に走らず
理性をもって子どもと会わす努力することによって
こそ、子どもの心は安定するのではないでしょうか。
　ただし、暴力をふるう夫や、会わせることであなた
方母親が苦痛を感じる場合は、会わせる必要はありま
せん。その場合は子どもの父の代わりになるべく、同
年代の男性と接するように努めればいいのです。たと
を考える
声㊧》
　　　　　　　　　　’・鳥
　　　　　　　　　　　　　　　　．
えば、小児科の医師やサッカーチームのコーチとか。
もちろん再婚することも考えられます。ただし再婚す
ると、子どもと父親を会わせることを、新しいパート
ナーに理解を求めるのはなかなか難しいようです。
●離婚後の再出発は
「父母が共同で子育てする」気持ちから
　日本では親権は父か母か、どちらか一方になってし
まいますが、アメリカやヨーロッパでは離婚後は共同
親権が主流となっています。今後はまず子どものこと
を考えて、離婚後の再出発は「父と母とが共同で子育
てする」という気持ちを持つ、そして元夫との付き合
い方のルールやマナーを決めることが、必要なのでは
ないでしょうか。
　こんなふうにお話は進み……「正社員になると、子
どものことで仕事を休みづらい。友だちが見てくれる
と言うけれど、そんなに何度もは頼めない。共同で子
育てする場があったらいいね」とか、「理解しあえるパ
ートナーが欲しいけれど、再婚となると子どものこと
を思ってためらってしまう。まわりからは子どもが小
学校にあがる前に再婚したほうがよい、と言われるけ
れど」「離婚しているから経済力をつけたいのだけれ
ど、子どものことを考えると、今はパートのままでい
る。でも、このままでいいのかしら」など、本音の話が
たくさん出てきました。
　どちらにしろ、子どもはいつか巣立つのです。
その巣を暖かく居心地よくし、母親自身も一個の人間
とし精一杯生きることが、子どもを育てることにつな
がるのではないでしょうか。
　　●「取材先＆お手紙」募集！●
離婚家庭の「子どもの気持ち」と「親の気持ち」に
ついて、もっとお聞かせください。お話をお聞か
せくださるお子さんを紹介してくださる方、ぜひ
話を聞いて欲しいというお母さん・お父さん、編
集部にご連絡ください。お手紙も大歓迎です。
［担当：野尻］　nojiri＠kazoku－mondai．co．jP
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鱒難難韓襲
第155号　埼玉県　○・Mさん
〔家族構成］
私61歳（求職中）
長男　32歳（求職中）
長女　30歳（専門学校生／
　　　　　　　アパート住まい）
《家計簿内訳2005年8月分》
　　　　　★収入★
別居中の夫から　　　80，000円
失業保険〔※1〕　　　46，793円
厚生年金〔※2〕　　　105，800円
自立が難しい息子と、
……oロがなかなかみつかりません
合計 232，593円
　　　　　★支出★
食費　　　　　　　　51，442円
光熱費　　　　　　　　9，406円
水道代　　　　　　　　6，236円
電話代　　　　　　　23，426円
医療費　　　　　　　20，360円
生命保険　　　　　　　6，300円
交際費　　　　　　　　　8，002円
交通費　　　　　　　　4，890円
長男小遣い　　　　　30，800円
長女に仕送り　　　　　50，000円
税金（固定資産税）〔※3］30，000re
NHK受信料〔※4〕　　　2，690円
長女の学費〔※5］　　300，300円
合計 543，852円
［注］※印は特殊な収支
［※1〕8～10月の3ヶ月間支給
［※2〕独身時代の会社勤めによる。
　　昨年9月から支給開始で、1年
　　分がまとめて振り込まれた。
　　今後は1ヵ月分1万円弱が、2
　　ヶ月に一度振り込まれる。
●我が家の特殊な事情
　私は昨年頭から始めた介護ヘル
パーの仕事を今年2月に辞めまし
た。9時閤労働で休憩はなし、残業
手当もつかないきつい就労形態
で、心身ともに立ち行かなくなっ
たのです。退職してからは、ずっ
と医者通いばかりしていて、体調
不良が続いています。
　実は、息子がストレスで仕事を
やめて家にこもり、数年が経ちま
した。働かずにずっと家にいるた
め、何かと気をつかう日々です。
その将来を思うと心労は重なるば
かりで、食事もなかなか喉に通ら
ず、体力気力ともに衰えて、睡眠
剤にたよる日が続いています。
　東京で兄家族と暮らしている
85歳の母の世話もたまには行っ
て見てあげたいと思いつつも、自
分自身の不調続きで思うようにな
りません。
［※3］年に4回、分割納入。
［※4］年に1回。
［※5］後期分。
●なかなか安定しない収支
　この8月の収支は、いろいろな
意味で、ふだんとは大きく違う数
字になりました。収入面では、初
めての厚生年金と失業保険が支給
されたこと。厚生年金は1年分ま
とめての振込みでしたので額も大
きく、別居中の夫の仕送りだけで
は生活はまかなえずに切り崩して
きた貯金も底をつきかけていたの
で、一息をつきました。
　支出に関しては、専門学校へ通
う長女の最後の学費を納め終り、
［住居｝
1階
居間
P3帖 ??
和室
U帖
キッチン
@6帖
風呂
トイレ
自分自身の体調不良
やれやれといったところです。電
話代が高額なのは、息子の携帯電
話使用料がインターネットやゲー
ム利用でかさむため。少し控える
ようには言っているのですが、毎
月3万円近くになってしまいま
す。新聞も取らず、パソコンもな
いという生活で、余裕はありませ
ん。
●今は離婚できない事情
　夫は平成11年に単身赴任をし
ました。3年ほどは週末には家に
帰って来ていましたが、愛人がで
き、その後は帰って来なくなりま
した。仕送りだけは続けてくれた
のが救いですが、夫自身も昨年11
月に失業したため、送金額はガタ
ンと減りました。
　夫は早く離婚したいと言い続け
ていますが、私は躊躇しています。
息子や自分自身の医療費がかさむ
今、夫の国民健康保険に入ってい
るという事情がとても大きいから
です。また、財産分与に関するこ
とや年金のことも、考え始めると
キリがありません。
　今後の経済的な不安は本当に大
きく、夢にまで出てくるほど。私
名義になっている自宅を売ること
を考えましたが、息子が反対する
ので迷っています。自分自身がど
う生きていったらよいか、それを
先に決めてから売ろうと思い、ま
ずは自分の健康回復をと祈るよう
な気持ちでいます。
・一ﾋ建て（持ち家）床面積103m2
2階
洋室
U帖
洋室
U帖
廊下
納戸 洋室W帖
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●外からは見えない事情に
　振り回され
　この数年間、我が家は諸問題を
抱え、夫の起こした問題にも振り
回されて、親子3人は苦しみ悩み
続けてきました。娘もそのごたご
たの中で体調を崩し、社会人にな
るのが少し遅れましたが、今は動
物の看護士を目指す専門学校生で
す。友人とアパート暮らしをして、
経済的には苦しいながらも元気に
やっています。まわりからは「いい
歳をして親のスネをかじって」と
いろいろ批判されますが、外から
は見えない事情があるのです。
　来年3月卒業予定ですので、も
う少しだけ経済的にも精神的にも
支えて頑張ろうと思います。いま、
彼女も就職活動中。うまく職が見
つかることを祈るばかりです。
　ただ最近、心身ともにずたずた
になって寝込んでいる私を見て、
息子が「俺が頑張る」とハローワー
クに通い始めてくれたことが救い
です。それだけでもう嬉しくて嬉
しくて、私の身体も動き始め、家を
掃除する気力も湧いてきたほどで
す。
　でも「頑張ってね」と言いながら
も、どこまでできるのかは半信半
疑で、重苦しい気持ちをなかなか
振り払うことができないのが本
音。私自身の次の仕事も、年齢の壁
もあってなかなか見つからず……
出ロがなかなか見つかりません。
★お子さんのことはもちろん大切
ですし心配でしょうが、まず「自分に
とって」何が一番大切かを書き出し
て、優先順位をつけてみましょうよ。
どこから這い上がるか、そこからも
がき始めるポイントを決めることが
大切です。それとね、具合が悪くても
病気みたいな顔をしちやダメ、すべ
てがストレスになってしまいます。
一銭もお金がないときでも「何とか
なるさっ！」と唱えることが、元気の
素になりますからね。
　　　　　　　　　　　（円）
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■ハンド表紙画の詩画作家
浅野照子さんの画文集が出版されました
爾◎欝欝（畏靴
表紙の絵をお寄せくださる浅野照子さんが、9月の個展に続いて画文
集を出版されました。花、野菜、果物、魚、そして書。ページをめくるた
びに、生気がエネルギッシュに立ち昇7てく資鷺気の出る一冊です。
「あっ、これ第◎号の表紙絵だ！」と、ハン籍甚で絃モノク0だった
原画がカラフルに輝いているのにも出会えます。もちろん、渾身の力
と思いを込めて描き下ろしたという新作が満載。ご自分のためだけで
なく、病気やちょっと疲れている方ヘプレゼントすると、心のお薬に
なるような気がします。
※三賀出版社、1，700円（税別）
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